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　平素から、自民党神戸議員団に対しましての深いご理解と温かいご支援ご指導感
謝申し上げます。
　神戸は今、阪神・淡路大震災から 18 年を経て、新たなステージに歩みを進めよ
うとしています。これまでの復興の道程は決して平坦ではありませんでしたが、市民
の方々と共に震災直後から不断に取り組んできた行財政改革で捻出した復興余力
を糧に、一歩ずつ確かな足取りで歩みを進め、今日の神戸を築いてまいりました。 
　特に、復興の基幹プロジェクトである医療産業都市の取り組みにおいては、基軸
となる研究機関および病院群が集積するとともに、現在 229 社の企業が立地、国内

最大のメディカルクラスターとして大きく発展を遂げております。また、世界トップクラスの計算能力を
備えたスーパーコンピュータ「京」の本格稼動や、ｉＰＳ細胞による再生医療の臨床応用に向けた研究な
ど、これまでの取り組みが次々と実を結び、さらなるまちの発展と成長が期待されています。
　このような神戸のまちの発展を確実なものとするため、将来に向けたプロジェクトについて着実な取り
組みを進め、次世代へつなぐ元気と活力を生み出していくことが必要です。今こそ、そのような取り組みに
より雇用を確保し、市民所得の拡充をはかるとともに、市民のくらしが豊かさを増し、安全で安心な神戸を
形成していく新しいステージへと向かっていく時期にあると考えます。

ごあいさつ

　安倍自民党の政権公約では、再生医療や創薬の分野
をわが国のリーディング産業に育成するべく、京阪神
地域を「バイオ・ベイ」として集中的に発展させるとう
たっており、新年度の経済産業予算においても、医療関
連産業の育成が打ち出されている。
　この中には、がん細胞など特定の病原細胞をねらい
撃ちで治療できる「次世代抗体医療」の開発を進めるた
め、製薬企業や医療機器メーカー、さらには大学等の研
究機関が集結する拠点工場を国内に整備する予算が盛
り込まれていると報じられており、工場の建設地を新
年度に公募するとされている。
　「次世代抗体医薬」の市場規模は、今後急激に成長し、
経産省は、将来的に数兆円の規模にしたいようである。
　この次世代抗体医薬の開発には、スプリング 8 や
SACLA、そしてスーパーコンピューター「京」が連携
して創薬を進める神戸クラスターが最もふさわしいと
思う。公募について伺いたい。

次世代医薬の誘致について

神戸クラスター内の連携について

坊池　正 （企画調整局）  2013.2.28

　今回の予算で、神戸医療産業都市は、「新たなステージ
に立つ神戸クラスター」として打ち出され、バイオ、
医療、計算科学の 3 分野がうまく融合しながら、世界
有数のクラスターとしての地位を不動のものとし、高度
な医療の提供、産業・雇用の創出による経済効果の極
大化、そして世界の患者、市民の健康への貢献につなげ
て頂きたいが、融合するためには、クラスター内の連携
が必要不可欠である。
　要は、医療産業都市推進本部と保健福祉局、産業振興
局の連携ですが、十分に取れているように見えない中、
どのように連携と取っていくのか伺いたい。
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　　　ご指摘のとおり、東南海・南海地震が発生すれば、
　　　消防団は火災を中心とした災害対応を行います。
沿岸部の避難につきましては、消防は住民の皆さん
に避難をしていただく呼びかけをしていくと、そう
いうような形になります。
　団員自身の命を守るライフジャケット、現場で活動
する者と分団が連携がとれるようにトランシーバー、
避難の呼びかけのトランジスターメガホンにつきま
しては、北、西消防団すべて各班に装備設定を検討し、
資機材の整備を進めていきたいと考えております。
　それから、応援のマニュアルですが、北区、西区
の消防職員、消防団員は、北区、西区の地域の火災
であるとか、救助であるとか、そういう災害を沈静
化した後に、速やかに出動するなどの計画も進めて
いきたいと考えております。

　阪神・淡路大震災時は、北及び西の消防団の団員
は管轄区域内の被害状況が軽微であったため、海沿
いの市街地へ応援出動し、主として火災の防御や救
助活動に当たりました。ところが東日本大震災のよ
うな連動型の地震、津波というのは経験をしていな
いわけであります。東日本大震災では、254 名もの
消防団員が、住民の避難誘導や救出活動中に死亡ま
たは行方不明になっております。
　今後発生するとされている東南海あるいは南海地
震に対応するためには、団員みずからの命を守るラ
イフジャケット、指揮命令系統を一元化し団員間の
通信連絡手段となるトランシーバー、住民に避難を
呼びかけるトランジスタメガホンの整備、管轄区域
内の被害状況が軽微場合は、応援に行かれるという
ことで、そういったマニュアル・応援の計画的なと
ころも、あわせてもう既に整備されているのかどう
かを聞かせていただければと思います。

地震、津波の備え、消防団団員安全装備について
坊池　正 （消防局）

　　　分団・班の数を西消防団にあっては 97 から
　　　80 に再編する計画でございましたが、時代の
要請に適合すべく現行の体制を維持することを基本
に見直すことといたしました。また、地域特性を考慮
しながら、小型動力ポンプを積載した軽四輪自動車の
導入を図り、維持管理費の低減に努めてまいります。
　ただし、分団・班数の見直しについては、人口減少
により団員確保が困難となっている地域につきまし
ては、引き続き隣接する地域と合同で活動する班の
広域化を早期に実現できるよう努めるものとします。
なお、現在、西消防団で３地区、班の広域化に向けての
調整を進めております。

　西区は、岩岡、神出には溜池が多くあり、平野、玉津、
押部谷は明石川と、それぞれの地域で特徴があるため、
団員数減少の中、班数が多いという状況であります。
そのため、団員確保が困難となっている地域では、団員
が集まらない時は、小さい班２つが合同活動したり、
消防団だけでなく、自治会活動でもチームワークが良い
自治会では隣接同士で一緒に活動しているところが
あります。
　人口、団員が少ない地域につきましては、隣接する
地域と合同で活動する班の広域化と考えますがいか
がでしょうか。

西消防団  組織・体制及び業務の見直しについて
坊池　正 （消防局）
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入団する消防団の管轄区域内に居住している
方、若しくは勤務している方、又はその区域
内の学校に在学している方
年齢が満18歳以上の方
身体が強健な方
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消防団員になるには

西消防団
東灘消防団
灘消防団
中央消防団
兵庫消防団

（7支団1,430名）
（10分団150名）
（8分団150名）
（10分団170名）
（6分団150名）

北消防団
長田消防団
須磨消防団
垂水消防団
水上消防団

（8支団1,360名）
（8分団150名）
（8分団150名）
（8分団170名）
（4分団120名）

消防団員の定数は全市で 4000 名で、平成 24 年 10 月 1 日
現在実員数は 3,819 名、内 107 名が女性団員です。

神戸市 10 消防団と定数

詳しくは、
地元消防団
消防署まで

平成 24 年度に消防団安全
装備品としてライフジャ
ケット、トランシーバー、
トランジスターメガホンが
整備されました。

引き続き頑張ります！

実現しました！
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　　　現在の神戸の農漁業の環境は、非常に厳しい
　　　中で後継者づくりがやはり大事なんだと思っ
ております。その中で、子供が農業を継ぐ場合でも、
例えば子供用の住宅（分家住宅）を農地に建てる場
合には、農地の区域から除外し、農地の転用許可や、
いろんな法手続をおこない、正直割と時間がかかり
ます。他都市よりは少し早いですが、法律に定めら
れています県との協議、公告手続等で、どうしても
短縮できない部分がございますが、我々もできるだ
け事務手続工夫しまして、できるだけ農家の方にご
迷惑がかからないように、これをうまく工夫できれ
ばなというふうに思ってございます。

　現在、神戸市の農漁業をやられる方が本当に超高齢
化になっており、この後継者問題を何とか解決してい
かなければ、農漁業の問題については本当に厳しい状
況にあると思っております。
　若い人を農村地域に、農漁業をされてるところに
定住して、しっかりと農業を見てもらう、要は後継者
に親がやってる農業をしっかりと目に焼きつけてい
くという、まずそこらからやっていかないと後継者問題
についてはなかなか解決できないこと。そして、もう
１つは、後継者の宅地を農地に建てる場合、１年から
２年かかる長い手続きを何とかスムーズに確保で
きる規制緩和で、農業後継者を生まれた地に定住できる
ようにと思っております。ひいては少子化も、少しず
つではありますけども改善されると思いますし、その
地域の活性化にもつながっていくと確信をしており
ます。本当に厳しい農漁業の現状を見て、黙っておれ
ないというところが今の私の心情です。

現在の神戸の農漁業の環境は、非常に厳しい中で

農漁業の超高齢化、後継者問題の対策について
坊池　正 産業振興局

　　　平成２３年８月５日に公布されました改正
　　　障害者基本法におきまして、障害者の定義が
見直されております。
　ご質問の方にありました、軽度難聴あるいは中程
度難聴の児童を対象とした補聴器の購入費の助成事
業につきまして、独自に実施している自治体という
のは、兵庫県下にはございません。我々が知ってい
る限りでは、政令指定都市８市で行われていると承
知をいたしております。
　この独自の、市独自の障害者福祉施策のありよう
につきましては、大きく障害者の今後の取り組みに
ついての方向が今変わろうとしているという状況に
ございます。国の動向も踏まえながら、実情を把握
した上で、今後どんなことがやれるんか、よく検討
してまいりたいと思います。

　神戸市ではこれまで国
制度を補完する意味合い
で、障害者の方の社会参
加促進のための福祉乗車
証やタクシー利用助成制
度のほか、心身障害者福
祉センターや総合療育セ
ンターといった障害者の
ための拠点施設の整備な

どを実施してきたことは、一定の評価をするところ
であります。
　そして、本市においても新たな障害者福祉施策を
検討していく必要があると考えており、例えば他都
市では、身体障害者手帳の対象とならない軽度難聴
や中等度難聴の障害児を対象とした補聴器の購入費
助成事業を実施しているところもあるようです。神
戸市においても、障害の軽度等、難度に応じて線を
引くことなく、障害を持っている方みんなが健常の
子供と同じように、学習等ができる状況をしてもら
いたいというところから、軽度難聴や中等度難聴の
障害児を対象とした補聴器の購入費助成事業につい
て、教育上の配慮の面からも重要ではないかと考え
ますがいかがでしょうか。

軽度難聴や中等度難聴の障害児への購入費補助について
坊池　正 議案外質問

引き続き頑張ります！

平均聴力レベルと障害の関係図

助　成

助成対象に

一部
助成対象に

助成対象に

坊池 正
矢田市長

実現しました！

平成 25 年度から軽度・中等度難聴児
（30 ～ 70dB）を対象に、補聴器の購入
費の一部を新たに助成することになり
ました。



　川井浄水場（横浜市）は、一番古い浄水場で再整備が
進めており、再整備に当たっては、浄水場全体の更新、
運営・管理をＰＦＩ（公共が直接施設を整備せずに民間
資金を利用して民間に施設整備と公共サービスの
提供をゆだねる手法）で実施。既存施設を運転しながら
行う必要があることから、省スペース化を図るため、
新しい技術、膜ろ過方式を採用。また、水の高低差による
小水力発電を導入し、約 60％を小水力発電等再生可
能エネルギーで賄っている。今後、メガソーラー発電
を設置、浄水場内で消費する電力を賄うように計画さ
れている。設置コストは１基約５千万円で、約 20 年
でペイできるとのことではあるがコスト高が懸念さ
れる。
　無のエネルギーである風力・水力・ソーラーを有効
エネルギーに転換することは大変重要であると考え
るが、今後種々の再生可能エネルギーに転換をした
場合には、関西電力管内での給電と買電のバランスが
崩れ電気料金に跳ね返る恐れが十分に考えられ、消費
者への電気料金アップにつながる懸念があり、全面的
な再生可能エネルギーへの転換は十分な検討が必要
と考えています。

福祉環境委員会 委員長に選任

福祉環境委員会 行政調査

　平成24年6月の第２回
定例市会より、坊池正は
福祉環境委員会（委員長）
に選任され、保健福祉局
及び環境局の所管に属
する事項を審査し、議事
運営行っております。

小水力発電等再生可能エネルギーを
活用した公共施設について（横浜市）

坊池 正神戸市会議員

〒651-2311 神戸市西区神出町東100　TEL 078-965-0400　FAX  078-965-0400
ホームページ　http://bouike. jp   E-Mai lアドレス　bouike@nifty .com

お問合せ・あらゆるご相談は ぼう い け 　 　 　 　 　 　 た だし

生活保護費や障害者自立支援給付増、扶助費が増加
職員総定数の削減などにより、人件費が減少
新神戸トンネルの移管に伴い、物件費が減少
市債残高削減の取り組みなどに伴い、公債費が減少
少子・超高齢化の進行、介護保険事業費や後期高齢者
医療事業費が増加したことに伴い、繰出金が増加
道路・橋梁、公園、学校、市営住宅の補修・改修、耐震
化などにより、投資的経費が増加
中小企業融資の預託金や外郭団体への貸付金の減
などに伴い、貸付金が減少

平成 25 年度 一般会計 予算案について

一般会計 予算案の特徴

　平成 25 年度一般会計歳入予算は、法人税率の引き
下げや企業収益の減少により法人市民税が減収となる
一方で、家屋などの新増築に伴い固定資産税・都市計
画税が増収することなどから、平成 24 年度予算から
若干の増加が見込まれます。また、地方財政対策におい
て地方公務員給与費削減のため、地方交付税は減少す
るものの、地方一般財源の総額が確保されたことから、
財源の総額は、前年度とほぼ同程度が確保されました。

●
●
●
●
●

●

●

本会議・委員会の
坊池 正の質疑が
インターネットで
ご覧いただけます !

検索 神戸市会 生中継

神戸市消防局 37 年勤務
現在 : 神戸市会議員 2 期
福祉環境委員会 委員長

水力
エネルギー

太陽光
エネルギー

川井浄水場

相模原沈澱池

発電機

メガソーラー
無のエネルギー

外部電力
不用に !?

予算特別委員会 第 1 分科会の進行を行う 坊池 副委員長

人件費 16.2%
1,153 億円
（職員の給料など）

人件費 16.2%
1,153 億円
（職員の給料など）

扶助費 26.5%
1,883 億円
（生活保護や保育所運営など）

扶助費 26.5%
1,883 億円
（生活保護や保育所運営など）

公債費 13.3%
946 億円
（借金の返済）

公債費 13.3%
946 億円
（借金の返済）

投資的経費 7.8%
552 億円
（道路整備や学校の耐震改修など）

投資的経費 7.8%
552 億円
（道路整備や学校の耐震改修など）

繰出金 11.2%
795 億円
（特別・企業会計への支援）

繰出金 11.2%
795 億円
（特別・企業会計への支援）

貸付金 7.5% 534 億円
（中小企業への融資など）

物件費等
16.8%

1,191 億円

物件費等
16.8%

1,191 億円

一般会計 予算案
歳出総額

７，１01億円

歳出予算案の構成比

↓積立金 0.7% 47 億円
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